
  



 

視 覚障害のある方が気をつけたい 

喉の渇きに気づいても飲み物がすぐに買えない 
可能性があります。そのため脱水症状になら な 
いように水筒などを持ち歩き、こまめに水分を 
取りましょう。 

外出先では日陰や冷房の効いた建物などに 
入ってこまめに休みましょう。 
事前に冷房の効いている場所を確認し、把握 
しておきましょう。 

普段過ごす部屋には「温度計」を置き、温度 
をこまめにチェックしましょう。温度や湿度 
を音声で教えてくれる目覚まし時計があり 
ます。 

湿度は 
63 ％です 

温度は 
29.8 ℃ です 

視覚障害のある方など、日陰がわからず熱中症 
のリスクが高くなってしまいます。周囲の人は、 
直射日光を極力避けるために、近くに日陰の通 
路があれば教えてあげましょう。 

体調の優れない時は自分から不調を伝えにくい 
方もいますので「何かお手伝いしましょうか？」 
など、周囲の人は積極的な声掛けをしましょう。 
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